
 

戸田市薬剤師会 定例理事会議事録       

 

日 時 令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ １ 日

13:00~15:00 

 

出席者 

染川、野口、佐貫、小澤、鎌田、

鯨井、芹澤 

場 所 多世代交流館 A 会議室 

 

議 題 

1. 報告事項 

• 注射針の回収事業の件 進捗報告 アンケート結果報告 

• 医薬品流通問題対応の進捗報告 アンケート結果報告 

• 委嘱業務報告 

• 在宅委員会 活動報告 情報交換会の設定 

• 危機管理（災害対策）委員会 

 ・研修報告 

 ・今後の進め方 

 ・研修提案      

• 保険薬局委員会 薬薬連携（議事録添付） 

2. 審議事項 

• 災害時備蓄品 

3. 検討事項 

• 学薬組織化と機能分担（新） 

• クイズウォークラリーの振り返り（社会福祉協議会飯田氏より提案12/15） 

• 学校薬剤師の新規募集（美女木小学校。喜沢小学校） 

• 医療介護連携ネットワーク会議からの意見聴取（資料添付） 

• その他現在の継続検討事項 

4. 進捗確認 

• ステッカー製作 

5. その他 

• 戸田市薬剤師会活動確認 

• 他職種連携の会 1/27オンライン開催 

• その他 

 

 

 

 

 

 

記録日 R3.12.21 

記録者 芹澤 



会議内容 

報告事項 

• 注射針の回収事業の件 進捗報告 アンケート結果報告 

染川会長よりアンケート結果踏まえて報告あり。１月に市の環境課と話し合いあり。 

• 医薬品流通問題対応の進捗報告 アンケート結果報告 

染川会長より、野口副会長より保健所に出向いて＜医師会・薬剤師会・医薬品卸＞の３社合議体を組

織して問題解決に向かう提案し、保健所から別紙安定供給に関する依頼文を発出するに至った。付け

加えて野口副会長より、「この問題は単に流通の問題だけでなく、薬局の立場を守り、薬を通じて患者

を守ること」であるとし、「調剤すべき医薬品がないことで医療の崩壊が起こっている」という視点が必要

であると述べた。出席役員は今後も継続して保健所、行政、医師会など関係各所を巻き込んで問題解

決に当たっていかなければならないという認識で一致した。 

また、患者様に現在の状況を理解いただくためのポスターを薬剤師会で作りたいとの意見あり、全会一

致で賛成、鎌田理事、鯨井理事が作成に推薦され、それを了承された。 

• 在宅委員会 活動報告 情報交換会の設定 

野口副会長より報告あり。情報交換会の開催を企画中であり、新しい試みとして患者家族を入れておこ

ないたいとの議論を進めているとのこと。 

• 危機管理（災害対策）委員会 

野口副会長より報告と提案あり。研修を受けてきたことを報告し、危機管理・災害対策のベクトルを共有

すべく、全体でも研修を行いたいとの提案あり、全会一致で承認。学術研修委員会と共同で行うことと

なった。また、理事会ではなかなか時間が取れないので、理事会以外で時間をとって危機管理・災害

対策委員会を開催したいとの提案があり、こちらも全会一致で承認された。 

• 保険薬局委員会 薬薬連携 

薬薬連携については、詳しくは資料の委員会議事録を参照していただきたい。この中で講義形式＋S 

G DでWebによる研修会を行うことで両者同意したが、戸田中央病院薬剤部も積極的な姿勢を示して

頂いたことを小澤委員長り報告して頂いた。また、開始時間について１９：００となっているが、鎌田理事

より外来の対応などで会員薬局の参加が遅れてしまう可能性を指摘、１９：３０からの開始ということで再

度相手方に提案することで全会一致で賛成となった。野口副会長より、医療介護連携ネットワーク会議

や在宅委員会でも「退院時共同指導」がアジェンダとなっているが・・・、との問いかけに対し小澤委員

長は「今回の背景に関しては、病院側にとって退院時に文書を出すことで加算がつくので、受け取る薬

局側にも理解してもらいたいという事柄がある」との説明あり・ 

6. 審議事項 

• 災害時備蓄品 

予算は１５万円。各理事よりアルコール、マスク、衛生用品などの意見が出たが、１薬局５０００円程度の

予算となると現実的にはマスクだけか、アルコール＋マスクのランニング備蓄となることから、今年度は

マスク（５０枚入りを想定）１０箱ということで前回一位で承認された。また、この備蓄に関して拒否する会

員薬局あっても、それは当会として認めることを全会一致で確認した。 

7. 検討事項 

• 学薬組織化と機能分担（新） 

まだ武長委員長と成塚副委員長、斉藤副委員長、大塩副委員長の体制が機能していない件につい

て、人選に関わった芹澤総務委員長よりサポートできていないとして謝罪あり。今後来年のスケジュー

ルや実施する検査項目のゼロベースでの議論など、一つ一つサポートしていく事を明言した。 

• クイズウォークラリーの振り返り（社会福祉協議会飯田氏より提案12/15） 



社協飯田様より連絡あり。今後地域連携委員会に引き継ぐので、鯨井委員長にも出席依頼。 

• 学校薬剤師の新規募集（美女木小学校。喜沢小学校） 

メールで募集する。 

• 医療介護連携ネットワーク会議からの意見聴取（資料添付） 

野口副会長より報告あり。詳しくは添付資料２を参照。また、M C Sへの薬剤師の参加が少ない、他職

種から指摘されている事も合わせて報告あり。今後の課題となる。 

 

8. 進捗確認 

• ステッカー製作 

ステッカーの作成について全会一致で承認。予算は５〜６万。広報委員会に依頼。 

 

決定事項 

●各薬局不織布マスク１０箱をランニング在庫してもらう。 

●医薬品流通改善のための取り組み継続（ポスター作成） 

●薬薬連携のための Web研修会実施 2/25 

●ステッカー作成 

●美女木小学校、喜沢小学校の学校薬剤師の募集 

 

検討事項 

●注射針回収の広報 

●医薬品流通の改善 

 


